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近年，・・・の高速度可視化技術が急速に進展している[1,2]．本研究では，・・・を対象として，・・・の撮影条件で実験を行った．その結果，Fig.1の可視化結果が得られ，・・・が明らかになった．

· 提出方法：原稿を添付して実行委員会jchsip2026@aero.kyushu-u.ac.jp 宛に電子メール送付する．
· 提出形式：Adobe PDFファイル（パスワード無し）
· 原稿サイズ：5MB以内
· 原稿枚数：１講演につき最大６ページ（１ページでも可，章立ては自由）
· 原稿内容：Extended Abstractでも構わない．可視化結果を含めること．原稿中にアブストラクトの記載は不要．
· 著者名：発表者に○をつける．
· 講演原稿の提出）口頭発表：必要，ポスター発表：不要










Figure 1. Visualization results.
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